
日本造船史上
大級の
造汽船

最
木

《 主 要 目 》 木 造汽船、共同運輸所有 (工部省鉱山寮発注)、1,496総トン、長さ726メ ー トル 幅 104メ ー トル、主機 2連成汽機 T墓、

出力198公称馬力、旅客定員 1等 12名 3等 100名。明治]6年 (1883)工部省長崎工作分局で建造。明治18年 (1386)日本

郵船に移籍。翌年越中汽船 (伏木)へ 売却。明治27年 (1894)12月朝鮮半島全羅道沖で座硫。翌年解体

「小菅丸Jの 模型 (東京大学所蔵 船 のオキ学館寄証)

建造中の 「小菅丸」(三菱重工業長崎造船所提供)
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名 船 発 掘 ・日本

建
造
を
指
揮
し
た
渡
辺
嵩
蔵

本
造
船
は
長
さ
３
０
０
フ
ィ
ー
ト
（９０
メ
ー
ト
ル
）

あ
た
り
が
構
造
上
の
限
界
と
さ
れ
て
い
る
。

も

っ
と
も
、
北
大
西
洋
横
断
航
路
の
木
造
汽
船
で

は
、
「
ア
ド
リ
ア
テ
ィ
ク
」
（米

コ
リ
ン
ズ
　
ラ
イ
ン
）

の
３
４
５
フ
ィ
ー
ト

（１
０
５
メ
ー
ト
ル
）
と
い
つヽ

実
例
が
あ
る
。
ま
た
、
明
代
の
鄭
和
艦
隊
の
取
宝
船

は
、
長
さ
が
１
５
０
メ
ー
ト
ル
超
も
あ

っ
た
と

い
う

が
、
こ
の
数
字
は
信
じ
が
た
い
。

日
本
で
は
、
明
治
３０
年
代
に
品
川
の
緒
明
造
船
所

で
誕
生
し
た

「第
二
十
七
観
音
九
」
の
２
８
０
尺

（約

８５
メ
ー
ト
ル
）
が
最
長
で
あ
る
。
同
造
船
所
を
経
営

す
る
緒
明
菊
二
郎
は
、
こ
の
時
期
、
こ
の
サ
イ
ズ
の

木
造
汽
船
を
何
隻
か
建
造
し
て
い
る
が
、
か
な
り
粗

悪
な
船
だ

っ
た
よ
う
だ
。
山
高
五
郎
氏
は

「生
命
が

惜
し
い
人
は
到
底
乗
れ
な
い
程
の
も
の
」
と
略
評
し

て
い
る

（『日
の
九
船
隊
史
話
し
。

じ
つ
は
、
明
治
１０
年
代
に
、
７０
メ
ー
ト
ル
級
の
木

造
汽
船
が
誕
生
し
て
い
る
。
「小
菅
九
」
で
あ
る
。
長

さ
は
約
７３
メ
ー
ト
ル
。
上
部
省
鉱
山
策
が
発
注
。
明

治
１６
年
（１
８
８
３
）、
工
部
省
時
代
の
長
崎
造
船
所

（当
時
は
長
‐――奇
工
作
分
局
）
で
完
成
し
た
。
廷
造
を

指
椰
し
た
の
は
渡
辺
高
蔵
で
あ
る
。

渡
辺
は
天
保
１４
年

（１
８
４
３
）
拡
に
生
れ
、
安

政
４
年

（１
８
５
７
）
吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
に
入

っ
た
。
同
年
の
入
塾
者
に
は
、
高
杉
晋
作
、
久
坂
玄

瑞
、
伊
藤
博
文
、
品
川
弥
二
郎
と
い
っ
た
録
鮮
た
る

面
々
が
い
る
。
幕
末
か
ら
７
年
間
、
長
州
藩
の
留
学

生
と
し
て
米
国
と
英
国
で
木
造
船
建
造
を
学
び
、
帰

国
後
、
長
崎
造
船
所
の
所
長

（局
長
）
に
な

つ
た
。

当
時
、
長
１１１奇
造
船
所
に
は
お
屁
い
外
国
人
が
い
た

が
、
木
造
船
姓
造
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
は
外
国
人
の

指
導
を
受
け
る
必
要
が
な
か

っ
た
。
渡
辺
は
、
英
米

留
学
で
習
得
し
た
技
術
と
、
所
長
と
し
て
の
権
限
の

す
べ
て
を
同
船
の
建
造
に
投
入
し
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
機
械
類
に
つ
い
て
は
、
英
国
人
技
術
者
の

設
計
指
導
に
よ
り
進
め
ら
れ
た
。
同
船
は
長
崎
造
船

所
製
の
２
連
成
汽
機
を
装
備
し
た
が
、
汽
機
や
ボ
イ

ラ
ー
の
原
材
料
な
ど
は
英
国
か
ら
輸
入
さ
れ
、
飽
ノ

浦
の
本
工
場
が
製
作
を
受
け
も

っ
た
。

建
造
に
６
年
半
を
要
す

い
つ
ぼ
う
船
体
は
、
飽
ノ
浦
の
対
岸
に
あ
る
小
菅

の
海
岸
で
造
ら
れ
た
。
右
頁
の
写
真
は
建
造
中
の
同

恥
の
姿
で
あ
る
。
小
菅
と
い
え
ば
ス
リ
ツ
プ
ド
ツ
ク

が
有
名
だ
が
、
こ
ち
ら
は
修
理
船
工
事
で
禁
忙
を
き

わ
め
て
い
た
の
で
、
新
造
船
の
ゆ
と
り
は
な
か

つ
た

（前
々
号

「束
海
九
」
参
照
）。

起
工
は
明
治
９
年

（１
８
７
６
）
１０
月
。
完
成
は

明
治
１６
年
３
月
。
建
造
に
６
年
半
を
要
し
た
。
工
事

が
異
常
に
長
引
い
た
の
は
、
船
材
調
達
に
子
問
取

っ

た
の
が
原
因
ら
し
い
。
当
然
、
建
造
賛
も
予
定
を
大

き
く
超
え
た
。
約
１３
万
円
の
兄
枯
額
に
対
し
、
実
際

の
建
造
費
は
約
２３
万
円
。
２
倍
近
く
に
な

っ
た
の
で

あ
る
。
同
肺
が
先
成
し
た
明
治
ヽ
年
度
、
長
崎
造
船

所
は
巨
和
の
赤
字
を
出
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
の

ひ
と
つ
は
同
船
の
出
血
工
事
に
あ

っ
た
。

当
時
、
長
時
造
船
所
の
機
械
技
術
者
だ

っ
た
小
野

正
作
は
、
回
想
録
の
な
か
で
、
船
材
調
達
の
遅
れ
の

原
因
を
２
つ
挙
げ
て
い
る
。

そ
の
１
つ
は
西
南
戦
争

（明
治
１０
年
）
の
影
響
で

あ
る
。
原
本
は
肥
後

・
薩
摩
の
官
有
山
林
か
ら
伐
採

さ
れ
た
が
、
戦
乱
で
そ
れ
ら
の
材
木
が
失
わ
れ
た
こ

と
。
も
う
１
つ
は
、
伐
採
木
を
船
積
み
の
海
岸
ま
で

運
ぶ
の
に
手
こ
ず

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
舶
用
材
の
入

子
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
る
英
米
で
造
船
を
学
ん

だ
渡
辺
は
、
木
材
調
達
問
題
に
気
が
つ
か
な
か

つ
た

の
だ
。
ち
な
み
に
原
木
は
、
樫
、
欅
、
楠
を
吟
味
し

て
伐
採
し
た
と
い
う

（
『日
の
九
船
隊
史
話
ラ
。

か
く
し
て
明
治
１６
年
に
完
成
し
た
渡
辺
の
者
心
作

「小
菅
丸
」
は
、
竣
工
時
点
で
半
官
キ
民
の
共
同
運

輸
に
払
い
下
げ
ら
れ
、
同
社
で
２
年
半
、
日
本
部
船

で
１０
カ
月
間
働

い
た
。
次

い
で
明
治
１９
年
伏
木
の
越

中
汽
船
に
売
却
。
８
年
間
を
経
た
あ
と
、
福
山
の
岩

回
栄
蔵
の
手
に
渡

っ
た
。
海
車
兵
学
校
が
東
京
集
地

か
ら
江
田
島

へ
移
転
し
た
と
き
に
は
（明
治
２‐
年
）
、

引
越
し
運
搬
の
仕
に
あ
た

っ
た
と
い
う
。

明
治
野
年

（１
８
９
４
）
１２
月
、
朝
鮮
半
島
市
部

の
全
羅
道
沖
で
座
候
。
そ
の
後
引
き
お
ろ
し
て
大
阪

へ
曳
航
。
翌
年
解
体
さ
れ
た
。
稼
動
期
間
は
１２
年
足

ら
ず
。
同
期
的
な
船
で
あ

っ
た
わ
り
に
は
、
そ
の
生

涯
は
短
く
、
稼
動
成
績
も
方
し
く
な
か

つ
た
。

山

田
　
迪
生
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